








こちらのエビデンスデータは以下の第三者機関により実験・検証されたものを日本語にまとめたものです。
第三者機関に関しては、以下の「米国MIOX第三者機関による分析機関名」をご参照下さい。

また、次亜塩素酸との比較に関して記載のデータは、主にニューメキシコ大学の研究結果をまとめたものとなります
ので、弊社サイトに掲載されている「次亜塩素酸との比較」（英文）の資料を参考になさってください。
https://el-pha.jp/files/MIOXvsHYPO.pdf

英語版殺菌比較
https://el-pha.jp/files/Comp.pdf

他にも、米国病疫予防センター”CDC”（Centers for Disease Control）とノースカロライナ大学が合同研究でクリプト
スポリジウムに対して次亜塩素酸と混合酸化剤の殺菌効果率を比較した研究結果が科学誌‘Applied and Environ-
mental Microbiology’にも掲載がございます。  （以下リンクは外部サイトとなります）
https://journals.asm.org/doi/abs/10.1128/aem.63.4.1598-1601.1997

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【米国MIOX第三者機関による分析機関名】

～掲載されているエビデンス研究機関に関しまして～

ダグウエイ　プロビング　グランド　　生物兵器
環境健康研究所　　農薬、除草剤及びVOCｓ
オレンジ地区水道局　　微生物膜の研究
土地改良局　　混合剤についてメンブレン許容の研究
ロスアラモス研究所　　廃水について
ニューメキシコ大学　　廃水と冷却水
パンアメリカン健康局　　不活性について
環境保護局　　法的基準に合致するのかの分析

ノースカロライナ大学　　不活性研究（細胞培養）と種の形成
CDC アトランタ　　新生マウスを使ってクリプトスポリジウムの研究
アリゾナ大学　　クリプトスポリジウムとEPA消毒装置規定
コロラド大学　　クリプトスポリジウムPCR分析
モンタナ州立大学　　微生物膜の研究
アーカンソー大学　　食用家禽とUSDAの承認
技術及びジェット推進研究所　　種形成
マイアミ大学、オハイオ（ゴードン博士）　　種形成
科学財団　　混合酸化剤貯蔵タンク内の混合酸化剤の
ＮＳＦ-61毒性について


